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緒 技 


@ 組 技 と は ?. 

それ ぞ れ の オー マ の 秘密 兵器 。 超 必殺 技 。 こ れ を 使え て こそ 超一流 で ある 。 基 本 的 に すべ て の 絶 技 は 芝 
村 氏 の 未 公開 小説 な どか ら 抜粋 し た オフ ィ シ ャ ル を コミ ッ ク 用 に 修正 し て ある 。 

@ オ ー マ と は ? 

原作 で の オー マ と は 、 あ る 文化 や 文明 、 思 想 な ど を 訪 む 概念 の よう な も の で ある が 、 本 作 で は 「 麻 法 - 呪 
文 歌 」 な どの 超常 の 力 を 使う モノ た ちの 総称 と な っ て いる 。 す な わ ち オー マ 使 いで あり 、 七 体系 ( つ の 
オー マ ) に 種別 で きる 。 

@ オ ー マ 七 体系 と は ? 

色 ( 青 赤 ・ 白 : 緑 . 黒 : 黄 ・ 橋 ) で 属性 が 区 分 けさ れ た アラ ダ た ちの 系 譜 。 そ れ ぞ れ 能 力 が 異な る 。 原 作 の 場 
合 、「 青 」 は すでに 失 わ れ て いる オー マ な の で 六 体系 十 菊 り し 青 な どの 表記 が 正確 で ある が 、 本 作 で は わか 
りや すく 七 体系 と し て いる 。 

な お 、 そ れ ぞ れ の 体系 に は 呼び 名 が ある 。 

@ ア ラダ と は ? 

簡単 に 説明 する と 「 オ ー マ に 属し 、 リ ュー ン (精霊 ) を 使い こなす 戦士 」 を 意味 し 、「 偉 大 な る 魔術 」 の 異称 。 

別 の 意味 で は 「 絢 舞 踏 ] や 「 歌 い 手 」 「 戦 士 」 と も いう 。 絶 技 を 使う オー マ 七 体系 に 属し た 登場 人 物 は 「 ア ラ 
| ダ 」 と いえ る 。 ア ラダ が オー マ を 名 乗る 際 、 オ ー マ ネ ー ム を 持つ の も 特長 の ひと つ 。 
@ オ ー マ ネ ー ム と は ? 

アラ ダ の オー マ と し て の 名 乗り 。 「 例 に し て 画 置 」 と いう 形 で 表 さ れ 、 代 に は オー マ 七 体系 の どれ か 、 還 男 
に は 同系 統 の 色 名 や 、 色 を 象徴 する 名 称 : 物 な ど が 入る 。 

青 に し て 空色 三 萩 避 み こ ( ぬ ふみ こ ・ オ ゼット ヴァ ン シ ュ タイ ン ) の オー マネ ー ム 。 白 に し て 白亜 = 結城 小夜 
(& ザ サエ さん ) の オー マネ ー ム 。 な ど な ど 。 

@ 結 論 

オー マ に 放し 、 リ ュー ン ( 精 吉 ) を 使い こなす 戦士 た ちの 技 が 、 絶 技 で ある 。 で は 、 絶 技 大 全 を お 楽し みく だ 
さい 。 
ーー 


備考 : 今 回 は 青 ・ 白 の 絶 技 を 紹介 する 。 赤 - 緑 黒 黄 ・ 欄 は 6 巻 参 昭 。 


青 の オ ー マ (ガン プ - オ ー マ ) 

青 (あお ) を 名 乗る オー マ 。 剣 舞 オ ー マ と も 呼ば 
れ 、 武 楽器 は 剣 鈴 。 

属性 : 過去 と 栄光 / オ ー マ シ ン ポ ル : 突き 立て 
た 語 の オー マ 。 

この オー マ は 最強 の 名 で 呼ば れ た が 、 か つて の 戦 
い の 際 に 滅び た 。 問 答 無用 で リュ ー ン を 従わ せる た 


、 絶 技 の 発動 が 非常 に 速い と いう 特徴 を 持つ 。 


青 に し て 群青 プ 玖珂 光太郎 
※ 玖 珂 光太郎 は オー マ の 可能 性 を 秘め て いる だ け で あり 、 現 在 
タイ も 不明 。 な お 、 ニ ー ギ と 名 前 が 同一 な の は 銀 植 で は な い 。 


〇 精 雲 手 / 青 (ガン プ ・ オ ー マ ) を 代表 する 絶 技 の | ※ 役 は ほぼ 名 称 の み の 登 場 の た め 、 害 記 。 
ー つ 。 情 報 子 (リュ ー ン / 精 圭 ) に 直接 介入 し 、 書 
き 換 える こと で 世界 を 改ざん する 技 。 直 撃 さ れる 
と 情報 分 解 を 起こ し て その 世界 に 存在 で き な く な る 。 
〇 我 が 人 生 / 自 分 の 同一 存在 を リュ ー ン の 契約 解除 の 開放 に より 一 時 的 に 存在 させ る 技 。 平 た く 言え ば 分 身 の 術 。 た だ し 、 契 約 リ ュー ン を 全開 放 
する こと は 事実 上 無防備 に 近く な る の で 、 大 変 危険 を 伴う 技 。 
〇 天 靖 / 大 地 を 爆発 させ る 技 。 実 は か な り の 大 技 。 
無 訪 唱 絶 技 種 類 不明 。 長 期 的 な 下 準 備 や 条件 が 必要 と な る が 、 無 詠唱 で 強力 な 絶 技 が 使用 で きる 。 
〇 サン ダー バー ド ノ 万 能 執事 ミュ ン ヒ ハウ ゼン の 別名 で あり 、 真 の 姿 。 富 鳥 の 力 を 召喚 する 絶 技 。 
〇 猫 の モノ 赤 ( ビ アナ ・ オ ー マ ) の 守護 獣 。 ブ ー タ ニア ス の こと 。 ふ みこ は 青 の た め 、 他 色 の 力 を 借り る た め に は 詠唱 代償 が 必須 で ある 。 
〇 テン ダイ スン 十 節 の 刃 に 封印 され た 十 の 故 の 魔力 を 使用 し 、 相 手 を 攻撃 する 絶 技 。 枚 は 必ず 最高 値 の ダメ ー ジ を 相手 に 与え る 。 
〇 聖 銃 天 照 【NPー03a】 / 絶 技 で は な い が 、: で は ふみ この 切り 札 の ひと つ で あっ た 。 知 り 合 ! の 傘 き で ) か ら 借 り た も の 。 参 考 掲載 。 


た だ それ だ は で 3 駒 り か が 戻り ^ た だ それ だ け で 圧する 大 が 出 を 始め る 。 
上 沈 な る 前 申し 上 げ る 。 それ は 、 可 介 を 抜い て 成立 する 聖なる 表 約 。 WELmW の の 200 用 呈す る 1 


れ よ り も 鋭い 目 9 は お 2 


[ 抽 は 生 の 娘 と し て 了 に 鍋 え られ し 一 人 の アラ ダ 、 た だ の 王女 よ り 
「 特 は 逆転 ずる 天 の 意 志 ! 我 は 号 する 突き 上 げた る 反逆 の 拳 


真紀 は 目 に も 止 2 で 計 を 手技 く と 、 過 間 を 何もかも で その 中 で 砲 じ そう に 笑っ た 。| 燃え る 災 が 昇 気 注 を 発 


生 ざ せ 、 そ の 青い 軸 を 高み へ と いざ: 
真紀 は 地面 に 侯 を 突き 立て る と 、 を 天 べ た 。 


「 我 が 一 撃 は 晴天 の 一 撃 8 
上 を 見 上 げ る 。 RA 


「 産 天 を 呼ぶ の は 我 が 便 な り ! 我 は 天翔 る た だ の 人 間 な り !。 
地 載 が は じ ま る 5 抽 の 切っ ろ 先 が マグ マ 測 ま り に 荘 ま る 


の 国 の 宇和 を 化す る | 完 せ は 1 


いな さん な 」 


電 く 手 に 複雑 な 文様 が 浮 が 
それ こそ は 精 紛 手 、 数 


祇園 行者 は あい いな い 少女 の 笑 妥 に 言っ た 。 9 
「 こ めん な 。 都 合 の いい と きだ け 、 呼 び 出 し て 。 で も いつ か 、 徳 の カ だ け で 生き て 見 せる か ら 」 


3 プン 


絶 技 に - キ コー ジャ ス フ ル ー) 


〇 式 神 攻撃 プ グ レー ター 招き 猫 の 基本 技 。 一 応 は オー マ 技 で あり 、 ニー ギ は 自分 が 使え な い 絶 
技 は すべ て 猫 に 行わ せる 。 

〇 が ん だ お は ん ま 一 (ネコ は ん ま 一) シー ルド を 張っ た 式 神 ネコ を た だ 投げ る だ け の 大 技 。 ネ 
タタ 元 の 受 村 氏 に 「 さ す が に ガ 〇 ダム ネタ は …] と 話し た と ころ 「 武 丸 街 で は コア ファ 〇 ター 出 
て る ん で す よ !」 と いう 力強い 反論 で 納得 。 そ し て 各所 説得 。 

〇 精 才 脚 プ ニー ギ の 数 少な い オ ー マ 技 の ひと つ 。 精 霊 手 を 足 で 放つ 。 

告白 脚 (ダイ スキ アタ ッ ク ) ニー ギ ら し い 絶 技 。 ニ ー ギ 専用 な の か ガン プ ・ オ ー マ に 正式 に 

系 贈 す る 絶 技 の ひと つ な の か は 不明 。 オ フィ シャ ル よ り 引 用 。 


「 全 リュ ー ン 、 絶 技 戦 用 意 ! [ 
全身 に 浮か び 上 が る 精霊 回 路 。 Ne 


「 そ の 状態 で は 破片 が 当たっ て も 死ぬ ぞ ?」 
「 あ た ら な けれ ば いい の よ 。 あ た っ て も 我慢 すれ ば いい 」 


飛ぶ ニー ギ 。 ク ルス は 同時 に 四 離 を と っ て 遠 距離 攻撃 。 
「 い けず 中 
「 本 気 だ と 言っ た ……」 


大 爆発 。 


ニー ギ は 爆風 で 跳ね 上 が り 、 そ の エネ ルギー を 利用 し て さら に 高く [ 
その 背 に は 破片 が いく つも 刺さ っ て いる 。 SS 


ニー ギ は 痛み に 面 えた 先 で 、 真 を こめ て 歌う よう な 表情 に な っ だ: 
「 知 恵 者 、 知 恵 者 、 古 き 知識 に し て 七 人 に し て 一 人 の 厳 父 、 全 て の 娘 の 3 
青 に し て 群青 の 我 は 完全 な る 青 に 申し 上 げ る 


拳 が 斉 く 。 空 中 姿勢 制御 。 
「 こ の 一 撃 は 恋 の 一 柚 !! た だ 心臓 を 射 貫く 一 撃 ! 


回 転 な か け な が ら 飛 ん で 行く ニー ギ 。 カ ウン ター を 狙う クル ス 計 
「 そ れ で この 身 が 砕け て も 、 後 悔 を 忘れ る た だ の 源 崩 員 


「 思 いよ 、 伝 われ ! “ 絢 畑 一 撃 」 


挙 が 交差 する 。 体 を 買 か れ て 笑 : 
「 こ れ で 逃げ られ ませ ん ね 。 先 正 」 


瑞 。 
「 完 成せ よ ! 告白 脚 !Q ル ビ : ダ イ 
頭 を た 。 


〇 に 王 剣 舞 ( 金 大 正 )/ 隠 され た 名 (オー マネ ー ム ) を 持つ 金 大 正 の 絶 技 。 ま さ に 、 隠し 技 
と も 言え る 。 

〇 仁王 剣 鈴 (合体 絶 技 ) ふみ こと 金 大 正 の 合体 絶 技 。 金 大 正 の 仁王 侯 に ふみ この 仙 鈴 
を 融合 させ 、 還 人 人 析 時 の 半 二 ど じ た 。 


ジン * ン 
「 私 の 空 は ふみ こ 殿 の お 藻 会 ] 
「 私 の 墨 は 光太郎 農 の 笑顔 」 


「 そ ん な 物 が 見 えな く と も 、 ど こ に も : 


「 思 い 出 し 、 そ う あ ろう と 珠 え ば いい の 
「 願 っ て 即 力 を すれ ば いい の だ 」 【 
例え 世界 の 王 が 相手 で も 、 我 が 心 は 静 の も の 」 


「 契 約 解除 」 
「 た だ 我 が 筋肉 の み で 完成 せよ 、 仁 王侯 舞 ツ ! 
「 届 け !: ロ イ に 


絶 技 (ミュ ン ヒ ハ ウ セ ン ほか 、 合 価 技 ) 

電光 の 精 寺 脚 (合体 絶 技 ) / 青 の 合体 絶 技 。 ミ ュ ン ヒ の サン ダー バー ド の 力 を ニー ギ の 精 
墨 脚 に 乗せ て 英 に ぶつ ける 。 
抽 印 刷 除 (合体 絶 技 ) 合体 絶 技 「 身 勝手 の 青空 撃 ] の 第 一 段階 多 技 と し て 使用 され た 。 
ミュ ン ヒ ハウ ゼン の サン ダー バー ド の 力 を すべ て 解放 ・ 解 除 する 。 

〇 雷鳥 天翔 (合体 絶 技 ) の 合体 絶 技 「 身 勝手 の 青空 撃 ] の 第 二 段 階 絶 技 と し て 使用 され た 。 
解放 ・ 解 除 さ ぐれ た サン ダー バー ド の 力 を 他 者 へ の 助力 と し て 使用 する 。 

〇 身勝手 の 青空 撃 (合体 絶 技 )/ ガ ンプ ・ オ ー マ の 合体 絶 技 。 空 色 ・ 深 青 ・ 群 青 の 3 つ の 青 
の 力 が 析出 し た 絶 技 ギ が 突 買 役 で めった の は 偶然 で あり ご 句 働 様 な 状況 で ある 。 


ふみ こ :「 長 か っ た よう な 気 が す る わ ね 」 
ミュ ン ビ :「 私 に は 、 い つも 一 瞬 で ご ざい ます よ 」 


ミュ ン ビ :「 左 様 で で ご ざい ます 3 お 娘 欄 。 で す が 、 こ の 一 通 を 、 私 は 大 層 愛 し て お りら まじ た よ 」 
ふみ こ :「 あ り が と う ミ ュ ン ヒバ ハウ ゼン 」 


ニー ギ :「 も 一 。 な に 議 所 臭い こと 言っ て いる の よっ 。 ど ん な こと が あっ で も ね 、 明 日 っ て の は いつ だ っ て 来る の よる: ね ?」 
ふみ ご:「 そ う ね 。…:…: だ っ た ら さ っ さと 今日 を 終わ ら せ ま し ょ う 」「 ミ ュ ン ヒ ハ ウ ゼ ン !」 
ミュ ン ヒ :「 か し こま り まじ た 」 


点 み こ : 我 は 永遠 の 風 を これ より 解い て 解き 放つ 。 完 成せ よ 、 笛 印 解除 。 
ュ ン ヒビ 私 め は 天 に 羽ばたい で 、 今 まで の 恩 半 に 報い ます 。 完 成せ よ ! 記 天翔! 
ニー ギ : そ し で 私 の ! 美 少女 バーン チ ! 


三 つ 抵 っ て 完成 せよ 、 終 わり の 今日 、 身 勝手 の 青空 軸 


絶 技 (448 投 靖 8 が ) 

〇 第 一 段階 綴 技 : 至 聖 購 細 / ふ みこ と アラ ラ の 同時 訪 唱 絶 技 。 青 (ガン プ ) と 赤 ( ビ アナ ) 
の 混合 し た リュ ー ン が 生み 出す 牙 。 飛 行 が 目的 で は 無く 、 ふた つの リュ ー ン を 混合 させ 
る の が 目的 。 ち な み に 鹿 と は 】 里 の 大 烏 の こと 。 

段階 絶 技 : 聖 多 変 換 . ふ みこ と アラ ラ の 同時 詠 喝 絶 技 。 青 (ガン プ ) と 赤 ( ビ アナ ) 
の 混合 し た リュ ー ン を 射 由 す る た め 、 聖 銃 自体 の 形態 を 変え な けれ ば な ら な い 。 ま た 、 
この 絶 技 を 使用 する こと で アラ ラ ・ ク ラン が ひと り で 聖 銃 を 制御 で きる よう に な る 。 

〇 最終 段階 絶 技 : 同盟 鷺 葵 ふ みこ と アラ ラ の 同時 訪 喝 絶 技 。 青 (ガン プ ) と 赤 ( ビ アナ ) 

の 混合 し た リュ ー ン を 聖 銃 に より 射出 する 絶 技 。 


※ こ ちら は 作 中 で も めずらし い 他 の オー マ 同 士 が 手 を 結ん だ 例 。 


縮 技 、 白 の オー マ (リン オー マ ) 

(ロイ ・ バ ウマ ン = ロ ジャ ー・ サ スク ) _ 白 (し ろ る) を 名 乗る オー マ 。 正 統 オ ー マ と も 
世界 忍法 影 分 身分 身 の 術 な わけ で す が 、 | 呼ば れ 、 武 楽器 は 到 弓 。 

実は 尺 み この 使用 し た 絶 技 「 我 が 人 生 ] の リ | 属性 : 純潔 と 制御 オー マ シ ン ボ ル : 鎖 に 

SA ce 繋が れ た 純白 の ドレ ス の オー マ 。 
ーー スケ で 。 | | この オー マ は 全て の オー マ の 源流 で 高い 適 

介入 する 。 一 種 の 精 手 で は な いか と も 財 わ | 中 貞 力 を 持ち 、 他 の 系 貫 の 絶 技 も 条件 付き で 

れる 。 | 使用 可能 。 セ ブテン トリ オン 所 属 者 が 多い 。 
〇 真 る 歯 プ ロイ の 魔法 (?) の ひと つ で アー デラ 

スウ ー ド と いう 邪神 の 力 を 利用 する た め の 呪 

文 。 あ ら ゆ る も の を 食べ る と いう 口 だ け の 化 

け 物 "お さぼ る も の "の 歯 か ら 作 り 出し た "お さぼ る も の に 似 た な に か "を 作り 出し 、 使役 する 呪文 。 範 囲 内 の 生命 体 を 半分 に か じ り 切る 。 高 位 

術 者 は 複数 これ を 使役 で きる 。 
〇 氏 神 降臨 プロ イ が 契約 し て いる 邪神 、 ア ー デ ラス ウー ド そ の も の を 召喚 する 絶 技 。 異 世界 の 存在 ゆえ 安定 し て いな い が そ の 強 さ は ひ わ こ な 

ど と は 比べ 物 に な ら な い 。 
〇 精 寺 合 グリ ン ガム ノ 侯 鈴 と 呼ば れる 青 ( ガ ンプ) の 武 楽器 の 一 種 。 超 硬度 太刀 な ど 比 較 に な ら な い 斬 英 能 力 を 持つ 。 本 来 は 青 の 武器 。 
〇 黄金 剣 翼 舞 ノ ハー ン ・ ハ ン と いう 法 の 神 の 力 を 借り る 系 続 の 絶 技 の ひと つ 。12 本 の 剣 が 黄金 の 弓 を 象徴 し 、 使用 者 は その 剣 を 自在 に 操る 

こと が で きる 。 
〇 白 の 侯 鈴 青 の 力 を 借り て 生み 出さ れ た 白 の 侯 。 交 わる こと の な い 力 を 生み 出す た め 、 ロ イ は 自身 の 命 を 投げ 出し この 絶 技 を 完成 させ た 。 


絶 技 結 重 あめ 


〇 いろ は の 弓 ( そ れ は の 歌 ) 小夜 の 操る 弓 。 矢 は 1 本 ずつ 名 称 、 能 力 が 変わ る 。「 異 ( い = 異 界 の 存在 )」 や 「 威 ( い = 威力 、 攻 撃 )」 を 封じ る 「 い 」 の 
矢 、「 路 ( ろ = みち 、 通 路 )」 や 「 藤 ( ろ ー ま ぼろ し 、 近 態 )」 を 封じ る 「 ろ 」 の 矢 な ど 、 無 限 の 用 途 が ある 。 い ろ は 歌 「 い ろ は に ほへと ……」 の 順番 で し か 
射出 で き な い 。 ガ ンプ オー マ の それ は の 歌 の 原 曲 で ある が 、 コミック 版 で は わか りや すく 「 い ろ は の 弓 」 と し て いる 。 負 昧 少女 、 玖珂 普 太朗 
も 使用 で きた の は この 祝 同 が リン ・ オ ー マ に 属し て いる か ら で あ る 。 他 の バー ジョ ン で 「 天 地 の 調 ]「 と りな 帖 」 な ど 、 小 夜 は 状況 に 応じ て 祝詞 
を 使い 分 け て いる 。 

〇 精 寺 機 導 弾 プ 其 昧 少女 (日 和子 ) の 項 、 参 照 。 

百倍 光明 陣 小夜 の 霊 符 と ヤ タ の 霊力 を 掛け 算 で 集約 させ る 結界 攻撃 。 単 純 に 通常 の 光 細 陣 X 百倍 の 威力 を 誇る 。 

〇 最終 絶 技 体系 アイ ドレ ス : 日 常 回 帰 ノ つの オー マ すべ て を 融合 し 、 生 み 出 す 最終 絶 技 。 巡り 再び 符 が る 回 る 。」 全 て を 無く し た と き 
に 生ま れ 出 る 。 そ の 門 の 名 は 日 常 回 馬 。 す べ て の 過ち と 歪み を 正 し 、 た だ 平凡 な 日 常 へ と 戻す 。 


この いき は か み の い き 
て の "お も い " は の し か か る 


祝 過 : 高速 移動 の 祝詞 
祝詞 : 百 万 の 矢 


ガンプ ォ オー マ の それ は の の 原 昌 
0 


を 歌 に し て 、 口 ず さ み は じ め ) 
5 で 到 に し 0 
間 | | 1 
ば 順 い ほど 、 吉 とく 一条 【 . の が 、 聞 を 裂く か ら 」 
1 8 ) 
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1 シ コ ョ 【『 いい 
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NEIWW 上 1 
小夜 は 歌 を 験 っ た 。 振 られ る その 手 が 、 ま る で 弓 を 持 自 林 のか 見 えた 。 そ の 地 に 
荻 の 羽 を つけ た 、 破 麻 天 を つが える 。 1 

いい 1 ご の 地 は い を り 1 1 際 

の 了 い 1 7 k 3 ! | 


6 0 『 1 6 \ いい 
「 矢 を 放つ た 。 獲 な 和文 字 で * い "と 2 1 し を 消滅 さ 
0 の 間 # 1 8 | < 1 


子供 
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絶 技 (日向 妨 区 ほか 、 合 体 技 " 白 8 青 " 

〇 往 者 を 守る 万 民 の 剣 日 向 の 能力 「 大 神 変化 を 発動 させ る 呪文 : リ ン ・ オ ー マ の 絶 技 の 一 つ 。 呪 文 内 容 に 「 白 に し て 白銀 」 と あり 、 そ れ が 日 向 
の オー マ 名 称 に な る が 、 日 向 自身 は オー マ の こと も 、 自身 が オー マ で ある こと も よく 知ら な い 。 太 古 の 血 を 各 ら せ 、 獣 と な る 隙 に 超 回 復 を 起こ 
すこ と が で きる 。 

〇 一 撃 に 秘め し 我 が 誇 り / 日 向 の 万 民 の 剣 に 繋が る も う ひ と つの 隠さ れ た オー マ 詠 唱 。 リ ン ・ オ ー マ に 系 譜 し 、 白 に し て 黄金 な ど が 得意 と する 絶 
技 。 作 中 で は 白 に し て 乙女 の リュ ー ン 裁 属 能 力 を 応用 し 、 大 神 変化 に 使用 する すべ て の 力 を 大 神 雷 球 へ と 接続 し て いる 。 

〇 箇 軍 距 脚 (合体 絶 技 ) プ ニ ー ギ と 日 向 の 合体 絶 技 。 日 向 の 暮 劉 球 に ニー ギ の 精霊 脚 の 威力 を 載せ て 打ち 出す 。 青 と 白 の 力 が 融合 し た この 絶 技 
は 絶大 の 威力 を 誇る 。 こ ちら は 作 中 で も めずらし い 他 の オー マ 同 士 が 手 を 結ん だ 例 。 M 


[今日 は ご EC 3 
に 


あけ る ハン ドル を 廻す 
危険 な ほど 車 が 傾き . 


くせ ば 死ぬ 」 


と お る は 言っ た 。 
「 負 けた っ て 死に ます よ 。 死 ん だ ら み ん な 同 


ン は ハン ドル を 切っ た 放 
「 本 当 に そう 思う の か ?」 


3 ハー ド ポ イル ド ベ ン ギ ント 
ゆ の 棒 に 掲げ て みせ る 1 


「 な ん だ 、 あ れ は 」 
ペン キツ は 洒 を あお っ た と っ て お き の 地 だ っ 


人 と お る は 上 を 見 た 。 全 に 穴 は 底 い て いな いか と 。 空 に 穴 は だ おっ 
また が 、 と お る は 優し く 笑っ て みせ た 。 舞 い 落 ちる 花 を バッ ク に ギン 


引っ こ 抜く 。 
現れ る の は 二 つ の 全 鈴 。 白 い 剣 と 履 い 侯 。 名 前 を シロ と ポチ と いう 。 


1 ほう 補選 な ん て スト の 有人 うと > 
な ない 


いい 
リル 銀 の 六 は ま て と に 良く 効き 、 あし き ゆ め の 


ペン ギン の 駐 が 広げ られ る 。 導 を 切 | 
者 を 向 に 私 け て 間 婦 を 折 出 じ た 。 


「 我 ほ 結 守 の 上 割 れ ヽ 天 の 
(つま ) に じ で 電光 は 租 夫 
3 ご の 主 撃 で / \ 動 | 


絶 技 (9K み 婦 = 和 ) 
〇 いろ は の 弓 ノ 小夜 の 項 、 参 照 。 

〇 精 土 機 導 弾 プ リン ・ オ ー マ 最 強 の 絶 技 の 一 つ 。 こ の 歌 は 三 つ の 独立 し た 絶 技 を 発動 させ る こと と 同時 に 、 そ の 銃 唱 すら 大 き な ー つ の 絶 技 の 一 
環 と な っ て いる 最速 の 技 。「 円 風 ] で 攻撃 、「 円 居 ] で 防御 、「 円 翔 ] で 移動 する こと が で き 、 自 身 を 安全 圏内 に 移動 させ た 後 、 レ ー ザ ー 水 晶 か ら 放 
つ 「 精 幸 機 導 弾 ] は 対象 を こと ご と く 消滅 させ る 。 白 の 白 な ど 超 高等 地位 の オー マ 使い の み 、 唱 える こと が で きる 絶 技 で 、 ね じ れ た 城 編 で は 結 
城 小夜 ( 白 に し て 白亜 ) が 使用 し た 。 な お 、 始 め に 詠唱 され の 絶 技 の 順序 は 自在 で ある 。 


刃 が 朋 の ピル を O 折 っ た 。 活 ち で くる ピル の 人 代々 品 み 台 に し て 、 天 空 の 高 み 
つ で いい ・ は 時 


" 天 は 惜しむ $ そ の 勇気 『 
「 白 に し て 白 の 我 は リュ ー ン に 命じ る ! 完成 せよ ! 円 唐 


s。 マ グマ が 寸断 され る 。 地 に 残っ た 仲間 が 守ら れ た 。 


「 距 だ ろ 。 白 っ て 初心 者 用 じゃ な い の か ?] 
「 次 々 と リュ ー ン が 属性 変換 する 、 や ば い 。 こ れ は や ば い 。 一 千 万 、 い や 、 三 千 万 」 


が 一 斉 に 集まっ で くる 。 一 斉 に 色 を 変え て 白 に な っ て いく 。 そ の 光景 
は あら ゆる 神々 が 次 々 と 庄 く よう に 見 える 。 


に 天 は 戦う 。 こ の 夢 を 守り ! 
「 白 に し て 白 の 我 は リュ ー ン に 命じ る !! 完成 せよ ! 円 閉 


落下 速度 を 利用 し て 、 必 要 と され る 加速 状態 を 確保 し て つい に ブラ ンカ は 空 を 飛ん だ 。: 
石手 を 伸 ば じ 、 速 度 を 加速 度 的 に あげ な が ら 螺 旋回 転 を 開始 する : 


: 我 が 名 は ブラ ンカ |! 白 の 白 「 

「 白 に し て 白 の 我 は リュ ー ン に 命じ る !!: - 我 が 拳 は 逆転 の 一 撃 ! 完成 せよ !. 精 夫 機 導 
弾 」 了 

精 圭 手 より 軽やか に 聖 銃 よ り も 美しく 拳 が 縄 いた 


「 な ん て こっ た 。 あ の 歌 は 一 つ す ずつ が 独立 じ た 絶 技 で ある の と 同時 に 、 大 き な 一 つの 総 技 | 
の 一 環 な ん だ 」 02 


プ * ン 


絶 技 (% 暫 所 

〇 ネイ ル ・ ア ー カ ウン 究極 絶 技 の ひと つ 。 そ の 名 の 通り 、 ア ー カ ウ 要 規 を 召喚 する 絶 技 。 

〇 可 迎 結界 " 陽 " 陽 と 陰 の 二 種 類 が 存在 する 。 今 回 の 使用 は 陽 で 、 本 来 は 殺傷 能力 を 持た な い 。 

〇 聖公 グリ ン ガ ム ノ 剣 鈴 と 呼ば れる 青 (ガン プ ) の 武 楽 器 の 一 種 超 硬度 太刀 な ど 比 較 に な ら な い 斬 机 能 力 を 持ち 、 聖 銃 な ども 切り 伏せ る 。 本 来 
は 青 の 武 器 。 晋 太郎 ( 聖 剣 ) と ロイ ( 精 審 剣 ) が 使用 し た が 、 剣 鈴 は 剣 鈴 で 同じ も の で ある 。 名 前 の 違い で デザ イン が 若干 違う 程度 。 

〇 いろ は の 弓 / 小 夜 の 項 、 参 照 。 

〇 九 真 福神 光 砲 陣 プ ワー ル ・ ブ プー ギ ス 一 と いう 名 称 も 持つ 。4 月 30 日 生ま れ の 魔術 師 と 九 つ の 惑星 (G つ の 父 と 7 人 の 母 ) の 力 を 借り て る と 思 1 


ぐ 還 SG 


ノ * ン 』 


MDD 
紗 ち る 木 の 式 の よう に 全 紗 を 選 、 


その 指先 か ら 光 の 軌跡 が 現れ た 。 7 
それ は コイ ン だ っ た 。 伝 説 の 四 枚 の . で 光 を あげ る 。 実 体 化す る 。 


了 


は 消え う せ た 。 
5 Mt 


1 


ジコ ーー ンク ルー た し て HP 上 な い 李 の な を 料 づ 「 式 神 の 城 」。 

この コー ナー で は 第 2 部 コミ ッ ク 7 一 8 巻 に 収録 され た 設定 ・ 情 報 を 中 心 に まとめ て みた 。 
辞典 内 の 初出 部 分 で 、 補 足 と 記載 され て いる 項目 は 第 1 部 1 一 3 巻 や その 他 の 文献 か ら の 引用 で ある 。 
その 他 、 第 2 部 1 一 6 巻 か ら 流用 し た 内 容 、 小 説 や が ー ム な どか ら 流 用 され た 設定 も 多数 存在 する 。 
原作 で ある ゲー ム 版 と の 蜂 似 点 * 相違 点 を 発見 し 、 別 の 視点 で の 式 神 の 城 の 楽し み 方 を 確認 し て いた だ 


きた い 。 


うな み に 本 宙 引 は 原作 で ある ゲー ム 挨 と 作 の コミ ッ ク 犬 の 遇 定 相 和 る 有 本 担 当 の 下 空 とお る が まとめ 、 総監 修 の 芝 村 
氏 と アル ファ ・ シ ステ ム に 確認 し た も の を 流用 し て いる 。 (制作 : 是 空 と お る だ 監修 : 芝 村 裕 更 ) 


オー マ 七 体系 【 世 界 の 旋 ] 補足 色 ( 青 : 赤 * 白 緑 ・『 アー カウ 要塞 【 世 界 の 謎 】 2 部 "31 話 . ね じ れ た 城 


黒 : 黄 ・ 要 ) で 属性 が 区 分 けさ れ た アラ ダ た ちの 系 譜 。 そ れ 
ぞ れ 能力 が 異な る 。 原作 の 場合 、「 青 」 は すでに 失わ れ で 
いる オー マ な の で 六 体 系 十 交 り し 娠 な どの 表記 が 正確 で あ 
る が 、 本 作 で は わか りや すく 七 体系 と し て いる 。 


オー マネ ー ム [世界 の 旋 】 補足 . ア ラダ の オー マ と 
し て の 名 乗り や 称号 。 「 但 に し て 置 較 ] と いう 形 で 表 さ れ 、 
⑯ に は オー マ 七 体系 の どれ か 、 還 時に は 人 @ の 系 統 の 色 
や 、 色 を 象徴 する 物 、 ま た は その 色 が 象徴 する 単語 な ど が 
入る 。 伊 勢 交 乃 は 「 府 た し て 七天 竜王 」、 是 空 と お る は 残 
念 、 ま だ 獲得 し て な い 。 


アー ム ワ ー カ ー (前 任 者 ) -【 和 人 物 】 2 部 4 話 セブ の 
世界 外 介入 者 。 ア ー ム テカ の 象徴 で あり 、 兵 器 で ある 。 
た っ た 一 人 で 強大 無比 な 戦力 を 持つ 戦闘 担当 員 。 前 作 の 
ラス ボス 「 疑 狂 少女 日 和子 ] に 精神 寄生 し 、 操 っ 
体 で も ある 。 


弄 い 出 に な る よ 【 セ リフ ] 2 部 30 話 ロイ の セリ フ 。 
GPM の 名 曲 を イメ ー ジ し な が ら 読ん で くだ さい 。 


介入 【 一 般 名 詞 】 2 部 2 話 他 者 の 事情 に 割り 込む 
こと 。 特 に 本 作 の 場合 は 異 世界 か ら の 介入 の こと を 指す こ 
ど が 多い 。 神 々 の 世界 か ら 、 人 々 へ の 介入 3 世界 移 動 者 に 
よる 他 世 界 へ の 介入 な ど 。 


風 渡り [世界 の 謎 】 2 部 4 話 世界 移動 者 の 異称 。 


ガー ディ アン 【 人 物 】 2 部 :5 話 ね じ れ た 城 に 囚われ た 式 
神 に し て 守護 者 。 全 員 が オー マ 使い で 、 様 々 な 世界 か ら 堀 
口 ゆか り の カー ド を 媒介 に し で 召喚 され て いる 。 


ガン プ ・ オ ー マ ( 青 の オー マ ) [世界 の 謎 】 2 部 :2 
話 青 を 名 乗る オー マ 。 長 到 の 名 で 君 ば れ た が 、 か つて の 
戦い の 際 に 小 び た 。 剣舞 オー マ ] 「 突 き 立 て た 剣 の オー 
マ 」 な どの 異称 が あり 、 過 去 と 栄光 を 象徴 する 。 現 在 は 復 
活 の 北 し を 見 せ て お り 、 ぶ みこ 、 ニ ー キ 、 ン ヒ 、 ク リス 、 金 
大 正 が これ に 属し 、 光 末 郎 も その よう な 片鱗 を 見 せる 。 


儀式 el 人 6 と に まめ 54 れ た 作法 4 ちの 総和 Pf っ て る 。 4 わ 5 オー 使い で ある 


た 正 


の 正式 名 称 。 


青い 光 【 世 界 の 謎 】 2 部 :2 話 ガン プ . オ ー マ を 象 微 
する 光 。 光 太郎 の 持つ 拳 が 放つ 光り で 、 本 作 の 場合 は 正 
養 の 輝き と も 言え る 。 一 般 的 に 、 リ ュー ン は 青 また は 黄金 色 
の 輝き で 表 さ れる こと が 多い 。 


あし き ゆ め 【 世 界 の 謎 】 2 部 :4 話 人 間 の 負 の 選 念 
で ある 絶望 や 妹 知 、 憎 し みや 悲し みな ど が 生ん だ 実体 を 持 
た な い 感 情 。 伝 染 す る 精神 病 の 一 種 。 悪魔 や 妖怪 の よう 
な も の と 考え て よい 。 人 類 の 敵 の 総称 と し て 使わ れる 場合 
が ある 。 な お 、 人 々 の 夢 や 喜び で ある と と ろ の 「 よ き ゆ め 」 も 
存在 する 。 波長 の 合う 人 間 ( 魔 術 師 ) に は これ ら が 見 える 。 
精神 寄生 体 、 鬼 、 負 の 存在 な ども すべ て あし き ゆ め の 一 種 
と 考え る こと が で きる 。 


明日 【 一 般 名 詞 】 補足 希望 と か 、 未 来 と が 呼ば れる 
も の 。 明 日 と は 輝け る 太陽 を 持つ 者 た ちの 名 称 で あり 、 光 
太郎 た ち が 守 ろう と する 一 番 大 切な も の 。 


アラ ダ .【 世 界 の 謎 】 2 部 ・4 話 「 偉 大 な る 魔術 」 の 異 
称 。 魔 術 は 七 体系 ある 。 別 の 意味 で は 「 絢 幼 舞 踏 ] や 「 粗 
い 手 ] 戦 士 」 と も いう 。 世界 移動 者 を 指し て 使う 場合 も ある 。 


詠唱 代償 【 絶 技 】 2 部 :30 話 オー マ 七 体系 は すべ 
て 独立 し た 系 統 を 持つ た め 、 他 の 色 の 助力 を 借り る 際 に は 
代償 が 必要 と な る 。 ふ みこ は 猫 の 王 の 力 を 借り る た め に 脱 
一 本 を 犠牲 に し 、 明 太 郎 は 光太郎 の 命 を 代償 に ね じ れ た 
城 ( ア ー カ ウ 要 寒 ) を 召喚 し で いる 。 ロ イ は 自身 の 命 と 引 き 
換え に 責 の 力 を 代り 、 剣 鈴 を 生み 出し た 。 


大 神 埋 球 【 式 神 】 2 部 .2 話 日 向 玄 乃 丈 の 式 神 。 
意志 は な い が 相 棒 で ある 。 式 神 雷 球 と も いう 。 自 動 追尾 、 
吸着 能力 も ある 。 


オー マ 【 世 界 の 謎 】 2 部 ・4 話 原作 で の オー マ と は 、 
ある 文化 や 文明 、 思 想 な ど を 含む 概念 の よう な も の で ある 
が 、 本 作 で は 「 魔 法 * 呪 文 歌 』 な どの 超常 の を 使う モノ た 


こなす 


き 画 面 外 で 休ん で いる 。 


粘 界 【 世 界 の 謎 ] 2 部 ・35 話 光太郎 の 作っ た 結界 。 
光太郎 自身 の 魔術 で は な く 、 光 太郎 の 望ん だ 結果 を アー 
カウ 要 寒 が 具現 化し た 。 


移 幼 舞踏 が サエ さん 、【 式 神 】 2 部 1 話 、 玖 珂 光 
太郎 の 式 神 。 現 在 は 結城 小夜 と 融合 し 、 内 面 に 存在 する 
精神 体 と な っ て いる 。 ザ サエ さん の 力 が 大 きく 発現 し た 場 
合 、 小 夜 か ら 白 に し て 白亜 に 変化 する と 考え て も 問題 な さ 
そう だ 。 小 夜 は ザ サ エ さ ん と 共存 し て いる た め 人 能力 も お 互い 
に 引き 継い で いる 。 よ っ て 、 光 太郎 か ら その エネ ルギー を 表 
収 し な けれ ば 小夜 も ザ サ エ さ ん も 死ぬ 。 同 時 


太郎 の 
目指 す 世界 が 成立 し た 場合 、 そ の 存在 ご と 消え 失せ る 可 


、 能 性 を 秘め て いる 。 悲 し い 存在 で は ある が 、 二 人 の 女 は 一 


人 の 男 の た め に 生き る こと で 運命 を 共に し て いる 。 


光 符 ヤ タ [ 式 神 】 2 名 4 話 王 生 谷 の 巫 女 、 城 小 
夜 の 式 神 。 封 印 さ れ た 紙 を 使用 し 、 折 り 紙 の カラ ス を 作成 
する と 召喚 可能 に な る 。 感情 の 存在 し な い 小夜 の 心 の 防 
御 も 果たし て いる 。 小 夜 の 能力 で は 複数 の 召喚 は で き な い 
が 、 白 に し で 自 亜 は 手 を 抜い た 上 で 100 体 召喚 し て みせ た 。 


光太郎 の 移動 先 [世界 の 謎 】 補足 時 の な い 場所 へ 
と 旅立っ た 。 そ の 後 いろ いろ あっ で 一 回 岩 っ て き て (外伝 ) 
また 居 な く な っ て も う 一 回 戻っ て き で (七夜 月 ) で 再 登場 。 コ 
ミッ ク 版 の 外伝 は オリ ジ ナ ル 部 分 で 、 正 確 に は レイ カ や 区 
用 に 会 う の は も う 少し 先 の お 話 で す 。 


この 世界 -【 セ リフ 】 2 部 ・3 話 ロイ や 晋太郎 、 ア ララ や 
ふみ こ な どの セリ フ 。 純 粋 な オー マ 使い は 総 じ で 他 世 界 が 
存在 する よう な 口調 で 会 話す る 。 ニ ー ギ 、 セ プ な どの 登場 で 
実在 する こと が 判明 し た 。 


拭 途 [一 般 名 詞 】 2 部 ・4 話 . 旬 毒 に は さま ざま な 起 
源 や 逸話 が ある の だ が 、 と の 場合 は 功 毒 を 生み 出す 過程 
を 中 心 と し て 例 を あげ て いる 。 す な わ ち 共食い を し 、 喰 っ た 
相手 の 力 を 得る 。 最 後に 生き 残っ た 存在 が 最強 。 と いう 意 
味 合い で ある 。 今 回 の 戦い は すべ て その 過程 を 経過 し て いる 。 


根源 力 、 【 絶 技 】 2 部 *15 話 その 物語 に お ける 活躍 
の 度合 い を 数 字 に し た も の 。 絶 技 を 使用 する と 減る らし い 。 


佐々 木 属 哉 【 備 考 : 制 作者 】 補足 原作: アル ファ ・ 
シス テム 代表 取締 役 。 我 ら の 佐々 木 さん が 通り 名 で 、 ア ダ 
名 は 杜 長 。 別 名 : 式 神社 長 ( マ ー ク 2 と か ゼー タ と か ダブ ル 


神 。 や さ ぐ れ た ネコ 。 二 足 歩行 か ら ジ ェ ス チャ ー ま で 器用 に の こと 。 法 則 と いう 意味 合い も 持つ 。 本 作 に は 多く 登場 す 


る 単語 。 理解 ] と 「 約 束 ] で 構成 され る 召 具 も 魔法 も 戦闘 
も すべ て は 億 式 で ある 。 


儀式 魔術 【 世 界 の 謎 】 補足 戦闘 な ど で 使わ れる 
日 訣 や 呪文 、 手 振り な どの 短 時 間 の 魔術 と は 違い 、 長 時 
間 の 準備 や 深い トラ ンス な ど を 必要 と する 大 が か りな 一 連 
の 魔術 。 多 く の 奈 り の ほぼ すべ て が この 借 式 魔術 で ある と 
いえ る 。 な お 、 葛 足 な が ら 達 人 の 中 に は 一 肝 に し て この 備 
式 魔術 を 完成 させ る 者 も いる 。 


金 大 正 【 人 物 】 2 部 <1 話 キム : デ ジョ ン 。 在 日 三世 
で テコ ンド ー 道 場 の 師範 。 自 身 が 使い 手 で も ある が 、 道 教 
催 教 を 専門 と し 、 日 本 の 神話 な ど に も 精通 する 。 健全 な 肉 
体 と 精神 を 持つ すご い 人 。 そ の 知識 で ミュ ン ヒ と の 共同 開 
発 物 が 多数 存在 する 。 控 え め な 性 格 で 仁義 礼節 を 重んじ 
る 常識 人 。 前 回 の 事件 で 道場 の 弟子 が 犠牲 に な り 、 ト ラウ 
マ (し て いる 。 ふ みこ が 好き っ ぽい 。 連 戦 に よ リ オー マ 沈 醒 。 


金 大 正 と ふみ こ その 他 】. 2 部 :27 話 。 何 を 間違っ 
た か 人 金 大 正 は ふみ と に 惚れ で いる 。 そ し て 、 で きれ ば 少し だ 
け マ ジ メ に な っ て ほし いと 腺 っ て いる 。 


玖珂 英太郎 【 人 物 ] 補足 情報 規制 対象 。 玖 珂 光 
太郎 の 祖父 。 晋 太郎 の 師 匹 で も ある 。 謎 の 多い 人 物 。 


玖 珂 剣 太郎 [人 物 】 2 部 1 話 警視 庁 公安 部 の 警 
部 。 玖 珂 並 太郎 & 光 太郎 の 父親 で あり 、 理 解 者 。 親 子 の 
仲 は 良く な い が 、 根 っ と は 繋が っ て いる 。 


玖珂 光太郎 【 人 物 } 2 部 <1 話 本 作 の 主人 公 。16 
族 。 霊 感 が 無く 、 陰 陽 道 の 才能 は ゼロ 。 曲がっ た こと が 大 
嫌い で 自身 の 信じ る 正義 を 突き 進む 。 古 来 より 続く 、 沈 され 
る 意味 合い で の 「 代 大 な る バカ ]」 で ある 。 字 能 と 可能 性 と 
は まっ た く 別 の 存在 で ある と と を 教え て くれ る 少年 。 こ の 物 
語 は 、 こ の 少年 を 中 心 と し た 一 陣 の 風 の 物語 で あっ た 。 


玖珂 晋太郎 【 人 物 】 2 部 <3 話 本 作 の ラス ボス 、 白 
に し て 雲 の オ ー マ ネ ー ム を 持つ 。 玖珂 光太郎 の 兄 。 光 太郎 
が あら ゆる 英 に 打ち 勝て る よう に 、 自 ら を 犠牲 に し 、 世 界 の 
秩序 と し て 弟 の 前 に 立ち ふさ が る 。 現 在 は 別 の 世界 に で 
活躍 中 。 


玖 末 ミチ ナコ 【 人 物 】 2 部 1 話 情報 規制 対象 。 玖 末 
家 の ママ で 美人 。 そ れ だ け で も う 最 強 。 詳 細 不明 。 


と の 別個 付く ) 。 や うと こ コ メン ト も ら えま し た 。 4 年 間 も お ぉ 待 、 グレ ー タ ー 拍 き 獲 [2 如 2 話 ニー キネ の 


用 膨 【 分 類 】 初出 意味 


た だ けれ ば 幸い で す 。 


精神 寄生 体 【 式 神 】 補足 生物 の 肉体 に 湊 依 する 
存在 。 伝 染 する 精神 病 の 一 種 。 [よき ゆめ ] や 「 あ し きめ め 」 
の 総称 で ある 。 つ まり 「 よ き ゆ めも 伝染 する と と が あり 、 本 
作 は 「 よ き ⑪ め ] が 広がっ て いく 。 そ ん な お 話 。 


精 井 回 路 【 世 界 の 謎 】 2 部 "2 話 単純 に 言え ば 不 
思 議 回路 。 細 か く 言え ば 世界 に 普遍 的 に 存在 する [ 精 
霊 」 の 力 を 操作 する 回 路 。 ど ん な 物質 上 で も 回 路 図形 が 
正確 な ら ば 動作 する 。 リ ュー ン を 強制 的 に 使用 で きる 邪道 
な シス テム 。 ニ ー ギ は と の 回 路 を 埋め こむ 手術 を 受け 、 世 
界 を 旅 する 風 渡り に な っ た 。 


世界 移動 者 【 世 界 の 訪 】 補足 七 つ の 世界 を 渡る 
者 。 ア ラダ な ど と も 呼ば れる 。 共 本 的 に 世界 移動 者 は すべ 
て オー マネ ー ム を 持っ て いる 。 


世界 移動 【 世 界 の 謎 】 2 部 ・35 話 物語 の ラス ト 。 
玖珂 光太郎 は アー カウ 要 夫 と 共に 世界 移動 し 、 別 の 世界 
へ と 旅立っ た 。 


世界 の 選択 【 セ リフ 】 2 部 4 話 原作 : ア ルフ ァ : シ ス 
テム の 名 格言 。 ど の よう な 結果 に も 大 いな る 意思 が 存在 
。 し 、 選 ば れ て いく 。 そ れ ら は すべ て 、 意 味 の あ る こと だ 。 


世界 の 秋 序 [世界 の 謎 】 2 部 .3 話 玖珂 大 郎 は 


世界 の 一 部 で あり 、 秩 序 の 一 つ で ある 。 世 界 を 護り 、 行 く 未 
を 決め る 強大 な 力 の 存在 と な っ て いる 。 


是 空 と お る 【 備 考 制 作者 】 補足 別名 : 脚 本 家 。 何 
度 も 挑戦 し 、 何 度 も 限界 を 超え まし た 。 万 感 の 想い と いう の 
が あれ ば 、 今 が そう な の で し ょ う 。 楽 し い 4 年 間 で し た 。 関 係 
者 各位 、 フ ァ ン の 皆様 、 あ り が と う ご ざ いま し た 。 続き は 是 空 
あと が き ペ ー ジ に て 。 


セ プ テ ン ト リオ ン 「【 世 界 の 謎 】、 2 部 2 話 世界 移動 
組織 。 様 々 な 世界 に 戦乱 を 差 き 起こ し 、 そ し て 影 か ら 支配 
する 秘密 結 社 。 世 界 を 移動 する 商人 で あり 、 世 界 間 の 取 
引か ら 英 大 な 利益 を 得 て い る 。 彼ら が 商 う の は 、 も っ ぱら 兵 
器 と 戦乱 で あり 、 只 棄 す べき 多 世 界 企業 、 死 の 商人 と 呼ば 


れる こと も ある 。 な お 、 セ プ テ ン トリ オン と は 、 北斗 星 を 意 
、 味 する 。 (※ す べ て の 項目 に 和 存 在 する 「 セ プ 」 と は この セ プ 


テン トリ オン の こと 。 略語 に し て あり ます ) 


| て プ テ ント リオ ン エ ー ジ ェ ント [世界 の 放 ] 2 部 2 放 


セ プ の エリ ー ト 。 そ の ほとん ど が 世界 移動 者 で 、 す な わ ち 


た せ し て 申し 訳 あり ませ ん で し た 、 あ り が と うど ざい ます 。 
便 役 者 【 一 般 名 詞 】 2 部 1 話 式 神 使い の こと 。 


弐 神 【 一 般 名 詞 】 2 部 <1 話 術 者 と 契約 し 、 道 具 と 
な っ て 使わ れる よう に な っ た 神 三 精 霊 の こと 。 東 洋 の 思想 
だ と 万 物 に 宿る 柄 霊 の こと を 指す こと が 多い ( 八 百 万 の 神 
な ど ) 西洋 の 神々 の 位置 付け と は 違い 、 も っ と 身近 な 存 
在 。 契 約 の 作法 や 流 位 、 形 式 は 千 差 万 別 。 


作 の 「 式 神 の 城 ] は カ の 薄れ た 神々 が 復権 を か け て 召喚 し 
た 舞台 、「 世 界 ] と 戦う た め の 存在 を 発掘 する た め の 実験 
場 で あっ た 。 し か し 、 神 を 名 の る 城主 ・ 移 妹 少 女 で すら 捨て 
駒 で あっ た らし い 。 新た な る 城 に て 、 神 々 すら も 湊 窟 する 
[世界 】 を 名 乗る 兄 と 、 【 神 ] の 力 を 継い だ と され る 弟 の 戦い 
が 幕 を 開け る 。 そ の 光 き は 間 華 和 畑 ……。 


式 神 の 城 事件 【 世 界 の 恋 】 2 部 :1 話 2005 年 7 
月 。 東 京 上 空 に 、 巨 大 な 城 が 銀 現 し た 事件 。 多 く の 機 牲 者 
を 出し 、 今 も な お 市 民 の 心 に 傷 を 残し て いる 。 そ し て 、2006 
年 12 月 。 つ い に 新た な る 城 が 召喚 され て し まう 。 


式 神 の 城 ね じ れ た 城 編 
本 作 。 こ の 
行き 来 する 関係 で 空間 が ね じ れ て る た め 、 そ う 呼 ば れる 。 


【 世 界 の 謎 】 2 部 ・1 話 


芝 村 裕史 【 備 考 制 作者 】 補足 逐 村 家 の 方 で 設 
、 定 総監 修 者 。 最 近 は 小笠 原 で マイ ル の 記者 と 戦い 続け 、 


| 一 日 30 時 間 ゲ ー ム で 遊ぶ と いう 矛盾 を 達成 し て いる 。 別 


名 : 弾 薬 庫 。 最 後 まで 弾薬 補給 し で くだ さい まし て 、 本 当 に 
助かり まし た 。 い つか また ご 一 緒 で きる 機会 を (まず は 飲み 会 ) 


少年 時 代 : 光 太郎 【 人 物 】 2 部 *18 話 少年 時 代 
の 光太郎 も 晋太郎 と 同じ く 、 菩 通 の 少年 。 ロ イ が 日 本 に 来 
た ころ の 光太郎 は 体 が 悪く 、 兄 の 晋太郎 や ふ 、 ロ イ を 始め と 
する 幼なじみ は いつ も 光太郎 の 体 を 気づか っ て いた 。 


少年 時 代 : ロ イ 【 人 物 】 2 部 ・18 話 アメ リカ か ら の 」 
ポー ムステイ 。 始 めか ら 仕組 まれ た 運命 な の か 、 導 か れ た 
何 運 な の か 、 ロ イ の 人 生 も この 生活 で 大 きく 変わ る 。 


須田 直樹 【 備 考 ・ 制 作者 】 補足 通称 NAOKI。 式 
神 の 城 の 生み の 親 。 「 式 神 の 城 3 も 無事 発売 され 、 現 在 
は 嫁 探し に 勤しん で いる 。 別 名 : 出 張 鳥 。 貴 方 の 生み 出し 
た 物語 は コミ ッ ク と いう ひと つの 表現 手段 を 代り て 、 こ ん な 
ん 感じ に な り まし た 。 僕 ら の 友情 の 証 と し て 本棚 に し まっ て い 


| 天神 の 城 【 選 界 の 証 】 2 部 :1 話 すべ て の 条 前 


ク の タイ トル 。 正確 に は 、 次 元 の は ざま を . 


、 用 同 【 分 類 】 初出 意味 


。 を 探し て いた 
探偵 事務 所 の 所 長 で ある 。 実 は 太古 より 息づく 大 神 の 一 


後 の 砦 な ど と も 呼ば れ た 。 七 つの 世 界 の は ざま を 移動 する オー マ 使 いで ある 。 二 文字 の コー ド ネ ー ム を 持ち 、RS、OK、 


廃 壇 の ッ ク 版 で は その 存在 を 維持 する た め に 、 セ 
つの オー マ を 反 取 し 続け る 無限 の 要塞 。 玖 珂 晋 太郎 の 絶 
技 ネ イル : ア ー カ ウ に より 召喚 され た 。 


匠 ふみ こ 【 人 物 】 2 部 1 話 反則 級 の 強 さ を 謗 る 訂 
女 。 青 に し て 空色 の 名 を 持つ オー マ 使い 。 日 本 の 調査 機 
関 は 萩 ふ みこ と いう 名 称 で 登録 し て いる が 、 ふ みこ ・ オ ゼ ッ 
ト : ヴ ァ ン シュ タイ ン が 本 名 。 すべ で を 見 通す 謎 多き 女性 。 
光太郎 が お 気に入り で 、 彼 を 極上 の 良い 男 に する た め 、 あ 
えて 試練 を 与え て いる と いう ウワサ も ある 。 


日向 玄 肪 丈 【 人 人 物 】 2 部 <1 話 光太郎 の 先輩 探 
偵 。 ハ ー ド ボイル ド な 人 だ が 、 よ く 女 性 陣 に か ら か われ る 。 か 
つて は 裏 の 仕事 (殺し な ど ) で 殺さ れ た 恋人 (日 和子 ) の 信 
、 現 在 で は ペッ ト 探し に 精 を 出す 日 向 & 玖 珂 


族 で ワー ウル フ 。 日 向 の オー マネ ー ム は 白 に し て 白銀 だ が 、 
日 向 は 自身 の オー マ 能 力 を よく 知ら な い 。 


日 向 と ニー ギ 【 そ の 他 】 2 部 27 話 日 向 は ミー ギ の 
笑顔 の 中 に 日 和子 を 見 つめ て いる 。 安息 が ソコ に ある の 


だ 。 (クセ の ある 女性 に 囲ま れ て る 日 向 。 素 朴 な 女性 の 笑 


顔 に 弱い と いう ウワサ も ある ) 


日 邊 子 [人物 】 補足 日向 の 殺さ れ た 恋人 の 名 。 前 
作 の ラス ボス : 韻 昧 少女 と し て その 肉体 を あし き ゆめ に 利用 
され て いた 。 彼 女 は 白 の 乙女 の 名 を 持つ オー マ 使い で 、 そ 
の 素質 : 力 は 神々 に 区 英 し た 。 最 後 は 日 向 と の 再会 の 中 で 
自我 を 取り 戻し 、[ 日 向 日 和 子 」 と し て 散っ て いっ た 。 死 し て 
も 日 向 を 守護 し て いる よう で ある 。 


フッ トワ ー カ ー [人物 】 補足 . セ プ で の RS が 担当 する 
部 署 世界 を 超え て 送り 込ま れる 現地 工作 員 。 他 に 、 武 力 
を 担当 する アー ム ワ ー カ ー、 作 戦 立案 を 担当 する プレ イン 
ワー カー な ど 、 多 数 存在 する 。 


ふみ こ ・ オ ゼット ヴァン シュ タイ ン 【 人 物 】 2 部 ・4 話 

ふみ この 隠さ れ た 名 。 世界 で ある 晋太郎 で すら オ ゼット と い 
う 名 前 の 情報 が な い の で 、 そ の 部 分 は 便宜 上 「0( オ ー)」 
と 呼ん で いる 3 本 作 で ふみ この 本 名 を 知っ て いる の は アラ 


ララ: クラ ン と 自由 な る 風 の 人 、 そ し て 玖珂 光太郎 の み で ある 。 


プル ー オ ー マ ・ シ ン ボ ル [アイテム 】 2 部 :26 話 ふ 
みこ の 魔力 焦点 具 と も いえ る アイ テム 。 今 は 光大 郎 が 持っ 
て いる 。 


用 語 【 分 類 】 初出 


KO0、VZ な ど な ど 。 数 多く 存在 が 確認 され て いる 。 


た か な き 優 名 、【 備 考 ・ 制 作者 】 補足 アシ さん と 是 
空 の へ タレ ネタ で 盛り 上 が りす ぎ 、 結 果 「 ア シ さ ん に 
会 わせ られ な いと 言わ れれ 統 け 、 最 後 まで 膝 に も 会 えま せん 
で し た ( 笑 ) ど ん だ け だ よ ! 僕ら の 夢 を 具現 化し て くれ た コ 
ミッ ク で 一 番 佑 い 人 。 別 名 : 漫 画家 。4 年 間 本 当 に お 疲れ 
様 。 あ り が と う 。 


だ か ら ど うし た ! 【 セ リフ 】 2 部 ・8 話 現在 の 小夜 を 
構成 する 重要 な 言葉 、 気 持ち 。 そ れ は 希望 の 始ま り 、 気 合 
と 協力 と 根性 だ け で すべ て を ふっ 飛ば す 磨 法 の 言 寺 。 


テー マ ( 主 題 ) 【 備 考 】 2 部 ・35 話 や ら 5 な けれ ば な 
ら な い 使命 と 、 心 か の ら や り た いと 思う 理念 が 一 致し た 幸せ な 
人 々 が 登場 する 物語 。 そ れ が 式 神 の 城 。 


七 つ の オ ー マ 


【 世 界 の 謎 】 2 部 ・4 話 オー マ 体 
系 の こと 。 
ニー ギ : ゴ ー ジ ャ スプ ルー 【 人 物 】 2 部 :2 話 本 作 


も う ひ と り の 主人 公 。 青 に し て 群青 、 極 楽 台 風 、 絢 幼 舞 踏 
な ど 、 数 々 の 通り 名 を 持ち 、 先 輩 (クリ ス ) を 探し て この 世界 
に や っ て きた 。 先輩 と 再会 する た め だ け に 華 詞 に 戦う と と を 
生き 様 と し て いる 。 気合 と 努力 と 根性 で 戦う 彼女 の 前 に 、 
あら ゆる 世界 法則 は 意味 を 失う 。 彼女 は 天性 の 理解 力 を 
保有 し て お り 、 あ ら ゆ る 事象 を 納得 し て 即座 に 反応 する 順 
応 性 が ある 。 そし て 彼 は 次 の 選 界 へ と 旅立っ た 。 


ニー ギ の 日 調 【 セ リフ 】 2 部 ・14 話 ク 版 で は 
ウ ギ が 滞在 し た 世界 へ の 敬意 も 込め て 一 人 称 を 
て ある 。 ニー ギ が 成長 し た と き 、 彼 女 は 自身 を 
中 | と と と に 6 


ニー ギ の シャ ー ペ ン 【 ア イ テ ム 】 2 部 :6 話 ニー ギ 
か ら 日 向 が も ら っ た お 守り 。 い つか また 、 再 会 する た め の ア 
イ テ ム 。 


伝 王 剣 【 式 神 】 2 部 1 話 金 大 正 の 式 神 。 一 種 の 
完成 し た 理論 体系 で ある 備 教 が 生み 出し た 兵器 。 正 式 に 


は 室 員 (パオ ペイ) と 言い 、 術 者 の 能力 に よっ て 形 : 本 数 す 
、5 も 変化 する 武具 で ある 。 性 質 上 、 飛 行 能力 を 有 す 。 


ね じ れ た 城 【 世 界 の 謎 】 2 部 *5 話 全長 40km と も 
言わ れる 本 作 の パト ルス テー ジ 。 原 作 で の 正式 名 称 は 


ミュ ン ヒ ハウ ゼン 【 人 物 】 2 部 ・1 話 青 に し て 索 青 』 アー カウ 要 誠 と 言い 、 か つて 「 悲 し み の 可 戦 」 で は 正義 最 


名 。 現 在 は 、 幼 少 時 、 光 太郎 の 祖父 、 英 太郎 に 名 付け られ .\ の オー マネ ー ム を 持つ ふみ この 能 執事 。 ふ みこ の 望む す 


た ロジ ャ ー・ サ スケ を 好 ん で 使っ て いる 。 現 在 は 別 の 世界 に 
て 活躍 中 。 


ロジ ャ ー・ サ スケ 【 人 物 】 2 部 <4 話 玖珂 光太郎 の 
幼なじみ 。 光 太郎 の 二 つ 年 上 で 、 著 苦し い 性 格 の アメ リカ 
人 。 か つて 光太郎 の 家 に ホー ムステイ し て いた 。 恐ろし いま 
で の 勘違い 日 本 か ぶれ で 、 間 違っ た 方 向 で の 忍者 を 理解 
し 、 現 在 に 径 る 。 光太郎 に 対す る 愛情 は 本 物 で あり 、 彼 が 
も 、 光 太郎 を 護る カ を 得る た めで ある 。 当 
ヤー が セブ プ の 一 員 で ある と は 知る 由 も な い 。 


ワー ルド オーダ ー  【 世 界 の 誌 }】 2 部 ・3 話 世界 そ 
の も の と な っ た 者 が 名 乗る 【 世 界 の 秩序 } の 異称 。 


ワー ルド タイ ム ゲ ー ト 【 世 界 の 謎 】 2 部 1 話 世界 
と 世界 の 間 を つなぐ 門 。 特別 な 場合 を 除い て 、 常 人 に は 見 
る こと も 感じ 取る こと も で き な い 。 見 る こと の で きる も の に 
は 、 空 に あい た 穴 、 あ る い は 青い 光 の 柱 に 見 える と いう 。 世 
界 移動 者 は 、 ワ ー ル ド タ イ ム ゲ ー ト を 通じ て 、 他 の 世界 に 移 
動 する こと が 可能 。 


絶 技 【 絶 技 】 補足 それ ぞ れ の オー マ の 趣 必 殺 技 。 
これ を 使え て こそ 一 流 で ある 。 すべ て の 総 技 は 芝 村 氏 の 未 
公開 小説 な どか ら 抜粋 し た オフ ィ シ ャ ル を コミ ッ ク 用 に 修正 
し た も の を 使用 し て いる 。 - 


いろ は の 弓 【 絶 技 】 2 部 :7 話 結城 小夜 の 技 の ひ 
と つ で 王 生 谷 の 術 法 。 矢 は 1 本 ずつ 名 称 、 能 力 が 変わ る 。 
「 威 ( い = 威力 、 攻 撃 )』 や 「 射 ( い 三 射出 、 飛 び 道具 )] を 封 
じ る 「 い ] の 矢 。 「 路 (る = みち 、 通 鉛 )] や 「 騰 (る ろ = ま ぼろ し 、 
擬態) を 封じ る 「 ろ ] の 矢 な ど 、 無 限 の 用 途 が ある 。 伊 呂 波 
歌 、 ひ ら が な 48 文 字 央 番 で し か 射出 で き な い 。 実は この 祝 
詞 は リン : オ ー マ に 属し て いる 。 他 の バージョン で 「 天 地 の 詞 ] 
な ど 、 小 夜 は 状況 に 応じ で 祝詞 を 使い 分 け て いる 。 


いろ は の 弓 . と りな 車 【 絶 技 】 2 部 "31 話 いろ は 歌 
と は ご 存 知 の と お り 、 ひ ら が な 48 文 字 の 全て を 一 度 だ け 
使っ て 作ら れ た 字母 歌 の こと を 言う 。 通 常 の 伊 到 波 歌 の ほ 
か 、 こ の 「 と りな 帖 」 も いろ は 歌 の 一 種 。 と りな く こ と え : ご … ど と 
恋 ま れる この 詞 は 防御 に 優れ た 単語 が 多い 。 


絶 技 : 刀 真 福神 光 砲 陣 【 絶 技 】 2 郡 ・29 話 リン ・ 
オー マ の 絶 技 の ひと つ で 漢字 名 の ほか 、 ワ ー ル ・ プ ー ギ 
スー と いう 名 称 も 持つ 。4 月 30 日 生ま れ の 魔術 師 と えつ の 


惑星 (《@ つ の 父 と 7 人 の 母 ) の 力 を 借り て る と 思わ れる 残 減 


A ロイ ・ バ パウ マン 【 人 物 】 2 部 *2 話 ロジ ャ ー・ サ スケ の 本 


べ で を 用 意 し 、 準 備 を す る 人 。 す ご い 人 。 第 2 部 8 話 に て 死 
、 第 2 部 13 話 で 復活 、 こ れ に より 代替 わり (転生 ) し て い 
る 。 真 の 姿 は 転生 する 不死 身 の 雷 鳥 : サ ンダ ー バ ー ド 。 


無限 回 復 【 世 界 の 謎 】 2 部 :34 話 玖 現 晋 太郎 は 
世界 の 秩序 と ひと つ に な る こと で 無限 に 再生 ・ 回 復 す る こ 
と が で きる 。 た だ し 、 ど ちら か が 倒れ た 受 間 に 片側 の 機能 が 
停止 す る 。 


結城 小夜 ( 白 に し て 白亜 ) 【 世 界 の 謎 】 2 部 <24 話 

小夜 の 前 世 で あり 、 青 に し て 群青 や 空色 た ちと も 関連 の 
ある オー マネ ー ム 。 正 確 に は 原型 (オー マ ) で ある 。 お そら く 
ザ サ エ さ ん に も 同じ 系 統 の 原型 が 存在 し 、 小 夜 が 死ん で 両 
者 が 融合 し た 結果 、 一 時 的 に せよ 白 に し て 白亜 が 出現 し 
た らし い 。 白 に し て 白 亜 へ の 覚醒 に より 人 格 の 変動 も 多少 
見 られ る よう だ が 、 結 城 小夜 も ザ サ エ さ ん も 白 に し て 白亜 
(前 世 ) に し て も 、 う まく いか な い 訟 と いう 共通 項 で 仲良 く で 
きそう な 気 が す る 。 結城 小夜 & ザ サエ さん & 白 に し て 白亜 の 
能力 を 合わ せ 持つ た め 、 恐 ろ じ く 強い 。 不 安定 な 存在 だ が 、 
一 時 的 麻 力 は ふみ こ や 普 太郎 を 上 回 る か も し れ な い 。 た だ 
し 、 光 太郎 か ら の 魔力 供給 が な けれ ば 死に 至る 。。 


結城 小夜 、【 和 人 物 】 2 部 ・1 話 王 生 谷 の 巫女 、 か が つ で 
は 人 類 の 決戦 存在 を 名 乗っ て いた 。 霊 鳥 で ある 光 卿 ヤ タ 


を 相棒 に 、 戦 い の た め だ け に 存在 し て いる 。 感 情 を 意識 的 


に 操作 され 、 無 くし て いた が 、 光 太郎 に 助け られ て か ら は 益 
超 哀 楽 が 見 え 隠れ し 始め た 。 つ い に 小夜 は 自分 の 感情 を 
認め 、 護 ろう と 決意 する 。 し か し 、 残 念 な が ら 、 感 情 を 得 た こ 
と に よっ て 小夜 の 戦闘 能力 自体 は 低下 し て いる と いわ ざる 
を 得 な い 。 今 回 大 パワ ーUPL、 表 装 も 新しく な り ま し た 。 


リュ ー ン 【 世 界 の 謎 】 補足 精霊 の こと 。 オ ー マ の カ 
の 源 。 細 か い 部 分 の 話 と し て は 世界 を 構成 する 情報 子 を 
指し 、 万 物 を 構成 する 根幹 の 存在 。 


リン オー マ ( 白 の オー マ ) 【 世 界 の 謎 】 2 部 2 話 

白 を 名 乗る オー マ 。 すべ て の オー マ の 源流 。 [正統 オ ー マ 」 
「 鎖 に 疫 が れ た 純白 の ドレ ス の オー マ 」 な どの 異称 が あり 、 
純 湊 と 制御 を 象徴 する 。 将 太郎 、 小 夜 、 日 向 、 ロ ジャ ー ほ 
か 、 青 を 中 心 と し た 物語 の 場合 、 白 に 属す る 登場 人 物 は 多い 。 


リン ・ パ ウマ ン 【 人 物 】 1 部 ・5 話 ロイ ・ パ ウマ ン の 祖 
父 。 光 太郎 の 祖父 の 英太郎 と も 関係 を 持つ 有名 な 役者 。 
あし き ゆ め と な り 、 玖珂 光太郎 と 戦っ た 。 


用 庄 [分 類 ) 初出 意味 


ガン プ - オ ー マ の 合体 絶 技 。 空 色 ・ 深 青 ・ 群 青 の 3 つの 青 の . Y 呪文 。 か つて 他 世 界 に て 死 の 都 し か 生み 出さ な いと 忌み 


力 が 析出 し た 絶 技 と 言え る 。 お そら く は 様々 な 種類 の 「 青 
空 胃 」 が 存在 し 、 集 まっ た ガン プ の 数 だ け 累積 し た 力 を 発 
揮 で きる と 思わ れる 。 こ の 場合 、 ニ ー ギ が 突 賃 役 で あっ た の 
は 偶然 で あり ど 欠 傷 欄 な 状況 で ある 。 


絶 技 : 精 霊 脚 【 絶 技 】 2 部 ・8 話 ニー ギ の 数 少な い 
オー マ 技 の ひと つ で 、 精 霊 手 を 足 で 放つ 。 精 霊 手 と は 、 接 
触 対象 に 情報 分 解 を 引き 起こ させ 、 そ の 世界 か ら 存 在 を 消 
去 する と 言わ れる ガン プ ・ オ ー マ の 代表 的 な 絶 技 の こと 。 


絶 技 : 逆 雷 球 【 絶 技 】 2 部 ・32 話 「 一 撃 に 秘め し 我 
が 誇り ] に 連なる 絶 技 で 、 大 神 雷 球 の 威力 を 圧縮 し 、 ひ と 


つ に し た モン ノ 。 日 向 の 場合 は 太古 の 記憶 か ら 絶 技 を ひと つ 


、 ひとつ 「 思 い 出 し て いる ] フ ン が ある 。 


合体 絶 技 : 藻 雷 肛 脚 【 絶 技 】 2 部 32 話 ニー キ と 
日 向 の 合体 絶 技 。 日 向 の 得 雷 球 に ニー ギ の 精 才 肢 の 成 
力 を 載せ て 打ち 出す 。 青 と 白 の 力 が 融合 し た この 絶 技 は 絶 
大 の 威力 を 読 る 。 


合体 絶 技 : 仁 王 剣 鈴 、【 絶 技 】 2 部 .33 話 ふみ こと 
多大 正 の 合体 絶 技 。 金 大 正 の 仁王 合 に ふみ この 剣 鈴 を 


融合 させ 、 空 色 と 宿 星 の 剣 鈴 と し た 。 [仁王 祭 ] と ふみ この 
「 テ ンダ イス 」 が 柄 合 し て いる 剣 と も 言え る 。 


最終 綴 技 体系 アイ ドレ ス : 日 常 回 帰 【 絶 技 】 2 部 ・ 
33 話 七 つ の オ ー マ す べ て を 融合 し 、 生 み 出 す 最 終 絶 
技 。 [巡り 再び” 繋が る 回 る 。」 全て を 無く し た と き に 
生ま れ 出 る 。 そ の 門 の 名 は 日 常 回 帰 。 す べ で の 過ち と 歪み 

平凡 な 日 常 へ と 戻す 。 秋 太郎 が セ つ の オー マ 
た の か も し れ な い 


伊 府 著 用 【 式 神 の 城 3】 外伝 素敵 妖精 その 1、 能 
力 は 素敵 な 男女 を パパ & マ マ と 呼ぶ こと 。 詳 細 は 好評 発売 
中 、 ゲ ー ム 版 : 式 神 の 城 3 に て 。 


朋 島 レイ カ 【 式 神 の 城 3】 外伝 秦 敵 妖精 その 2、 
能力 は 事件 を 大 惨事 に する が 大 切な 心 だ け は 護 れ る こと 。。 
詳細 は 好評 発売 中 、 ゲ ー ム 版 : 式 神 の 城 3 に て 。 


どか ん 。 【 式 神 の 城 3】 外伝 逐 村 裕 更 氏 が 仕掛 け 
た 罠 (論理 トラ ッ プ ) を 踏ん づけ る と 発生 する 擬音 。 そ こ に 


何 が し か の 狙い が ある こと を 示し て いる 。 芝 村 氏 以外 が 使 
用 する 場合 は 、 協 力 要請 の 隠語 や 再会 の 合い 言葉 で あっ 


た り 、 実 用 は 様々 ::… そ れ で は 皆さん 。 ま た 会 いま し ょ う 。 


嫌 わ れ た 絶 技 で 、 ア ー デ ラス ウー ド す ら 崩 壊さ せる 力 を 持つ 。 


絶 技 : 資 金 剣 東 押 【 絶 技 】 2 部 .29 話 ハーン. ハン と 
いう 法 の 神 の 力 を 借り る 系 続 の 絶 寺 の ひと つ 。12 本 の 侯 
が 黄金 の 夏 を 祖 徴 し 使用 者 は その 創 を 自在 に 抑 る こと が 
で きる 。 


絶 授 : サ ンダ ー バ パー ド 【 絶 技 】 2 部 ・29 話 絶 技 名 
で は ある が 、、 万 能 執事 ミュ ン ヒ ハウ ゼン の 別名 で も ある 。 


合体 絶 技 : 電 光 の 精 吉 脚 【 絶 技 】 2 部 :29 話 青 
の 合体 絶 技 。 ミ ュ ン ヒ の サン ダー バー ド の 力 を ニー ギ の 精 
霊 肢 に 乗せ で 敵 に ぶつ ける 。 お そら 日 向 相手 で も 同系 統 
に 絶 技 が 可能 と 思わ れる 。。 


マッ パ * バ ンチ 【 絶 技 】 2 部 ・29 話 た だ 速い パン 
チ 。 絶 技 よ り 速 い パ ンチ ( 対 絶 技 絶 技 ) を 撃つ 。 


絶 技 : 身 の 剣 鈴 【 絶 技 】 2 部 :29 話 。 青 の 力 を 借り 
て 生み 出さ れ た 白 の 剣 。 交 わる こと と の な い 力 を 生み 出す た 
め 、 ロ イ は 自身 の 命 を 投げ 出し 、 こ の 絶 技 を 完成 させ た 。 
(参照 誠 唱 代 ) 


_ 絶 技 : 仁 王 剣 舞 【 絶 技 】 2 部 .30 話 了 さ れ た 名 

、 は ー マ ネ ー ム ) を 持っ 金 大 正 の 絶 技 。 宇 具 ( パ オペ イ ) で 
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な が 一 い 。 夢 が 終わ り ま し た 。 
世界 で 一 番長 い シ ュー ティ ング ゲー ム 原 作 : 式 神 の 城 コ ミッ ク 版 。 全 1 1 巻 の 完結 で す 。 


すべ て の 式 神 要素 を ミッ クス させ た 本 作 。 い か が で ご ざい まし た で し ょ うか ? 


第 一 巻 か ら すでに 第 二 部 メイ ン の アラ ラ が 登場 し て いる の だ が 、 ま あぁ 良く 出し た な ぁ 。 と 。 

いや 、 当 時 は な ん も 考え ず 、 ア ララ いい よね エロ いよ ね 。 程度 の 登場 。 ( 英 側 で 強制 的 に 物語 を 引 
っ 張れ る 存在 と し て は 必須 だ っ た の よ ) 

勇 く ん は 当然 ニニ ー ギ の 同一 存在 の つも り だ っ た ん で す が 、 い ろ ん な 都合 で 割愛 。 ご めん な さい 。 
未 消化 の 多い 設定 の 中 で も 勇 が 一 番 大 きく カッ ト し て し まい 、 勇 の 立ち 位置 は ADV の 華南 レイ に 引 
き 継 いで も らい まし た 。 


ー ペ ラリ 。 と 日 記帳 や 当時 の スケ ジュ ー ル 帳 を 開き な が ら 一 


そもそも 原作 の アル ファ ・ シ ステ ム さ ん と の お 付き 合い は 2000 年 12 月 段階 ファ ン と いう 立場 。 

初め て アル ファ さん に 訪問 し た の は 1 年 13 月 1 日 。 お 会 いし た 佐々 木 社長 、 芝 村 さ ん が 気さく に 飲 
み に 連 れ て 行っ て くれ た も の で す 。 そ の 後 一 年 間 は 同社 タイ トル 高 機動 幻想 ガン パレ ー ド ・ マ ー チ の 
布教 活動 を し 、 そ ん な 最 中 、!1 年 0 月 の ガン パレ ー 周 年 記念 飲み 会 で 式 神 の 城 小 説 家 の 海 法 紀 光 に も 
出会い まし た 。 エ ン ブ レ 編集 の 久保 さん と も ここ で お 会 いし て ます ね 。 世 界 の 謎 を 語る 海 法 さ ん を 見 
た 友達 、 先 輩 の 絵描き を た ち が 「 ア レ は イッ ちゃ っ て る 。 一 緒 に 活動 する な 」 と いう 暖か い 助言 を も ら 
っ た こと を 今 で も 覚え て お り ま す 。 先輩 方 は 正解 だ っ た 気 が し ます 。 

ま 。 さ て お き 、 ゲ ー ム セン ター に 式 神 の 城 が 2001 年 に は すでに 登場 し て て 、 こ の 頃 の 僕 は 他社 さん 
で 申し 訳 な い が 電撃 ガン パレ ー ド マー チ と いう 書籍 を 作成 し て いた 最 中 で すね 。 

数 ヶ月 に 一 回 は な ん ら か 理由 を つけ て は 熊本 に 通う 年 月 が 過ぎ 、 須 田 さ ん に 仕事 で 明確 に 会 っ た の 
は 2002 年 に 入っ て か ら 。 式 神 の 城 の コミ ッ ク ア ン ソ ロジ ー の ご 相談 で 「 小 夜 と ふみ この 下着 を 教え て 


02 年 の 09 月 ご ろ 、 式 神 の 城 2 の アフ レコ も し て まし た ね 。 1 の ドラ マ CD も か 。 


式 神 の 城 を 本 格 的 に 手伝い だ し た の は 2003 年 。 2 の 各種 家庭 用 移植 あたり か ら で す な 。 
で 、 同 時 に マガ ジン Z の 連載 話 も あっ た の で 、 た か な ぎ さ ん に 交渉 し た の は 2003 年 の SW あ た り 。 


2003 年 10 月 で し ょ うか 、 連 載 が 始ま り ま し た 。 で 、 今 、2008 年 1 月 。 
この 4 年 間 の 間 に 式 神 の 城 3 う の アー ケー ド が 発売 され 、AD V ゲ ー ム が 登場 、TRPG も 作っ た 。 
そし て 3 の 家庭 用 移植 も 終わ り ・ 


僕 の お 手伝い で きる こと も 、 こ の 連載 を 境 に 一 旦 終 了 で す 。 


僕 を 無理 や り 表 舞 台 に 引き ずり 出し た 乗 原 さ ん 。 (詳細 は ね じ れ た 城 編 3 巻 後書き ) 

後半 担当 し て くれ た 根本 さん 。 マ ガ ジ ン Z 編 集 長 の 指 吸 さ ん 。 単 行 本 手伝っ て くれ た 上 園 さ ん 。 
不知 火 プ ロ の 皆様 。 そ し て 、 全 1 1 巻 の 装丁 ・ デ ザイ ン を し て くれ た 深海 さん 。 

ほか 、 多 く の 感 謝 す べき 人 た ち で この 作品 を 作る こと が で きま し た 。 


芝 村 さん 、 須 田 さ ん 毎度 あり が と う ご ざ いま し た 。 
佐々 木 さ ん 、 コ メン ト お 待た せ し て 申し 訳 な か っ た っ ス ! 


最後 に た か な ぎ 優 名 さん 。 貴 方 の お か げ で この 作品 は 最高 の も の に な り ま し た 。 
あり が と う 。 


な が 一 い 。 夢 が 終わ り ま し た 。 
そし て また 、 明 日 が 始ま り ま す 。 


明日 を 護る この 物語 の 最前 線 に 参加 で きた こと を 、 誇 り に 思い ます 。 皆 に 感謝 。 
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くだ さい 」 あ た り が 一 番 の テー マ だ っ た 気 が し ます 。 そ の 後 、02 年 に 式 神 の 城 が 各種 家庭 用 に 移植 し 、 


それ が ら 平 和 な 日 々 が 過ぎ て いっ だ ・…・ 
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式 神 の 城 関連 商品 リス ト 


Game 


税 抜 価格 発売 元 
5.800 円 株式 会 社 キッ ズ ス テー ショ ン 
5.800 円 株式 会 社 タ イト ー 
5.800 円 株 式 会 社 キ ッ ズ ステ ーション 
5.800 円 株式 会 社 キ ッ ズ ステ ーション 
5.800 円 株 式 会 社 キッ ズ ス テー ショ ン 
6.800 円 株式 会 社 キッ ズ ス テー ショ ン 
_ 5.800 円 株 式 会 社 タイ トー 
、 6.800 円 株式 会 社 キッ ズ ス テー ショ ン 
4.800 円 株 式 会 社 キッ ズ ス テー ショ ン 
6.800 円 株式 会 社 ア ルフ ァ ・ シ ステ ム 
6.800 円 株式 会 社 キッ ズ ス テー ショ ン 
6.800 円 株式 会 社 サイ バー フロ ント 
5.800 円 株式 会 社 ア ー ク シス テム ワー クス 
5.800 円 株式 会 社 ア ー ク シス テム ワー クス 


Game Book 


タイ トル 税 抜 価格 発売 元 
ue ルプ ッ ク 
I ぬ アル ファ ・ シ ステ ム 1.500 円 株式 会 社 エン ター ブレ イン 


シス テム 1.400 円 株式 会 社 エン ター ブレ イン 


Capture 


タイ ト 上 ルル 税 抜 価格 発売 移 


5.800 円 、MCS 株 式 会 社 


5.940 円 MCS 株 式 会 社 


Sound track 


イト ル 税 抜 侯 格 発売 元 
_ 式 神 の 城 サウ ンド トラ ッ ク 
式 神 の 宴 … 3.000 円 株式 会 社 ムー ビッ ク 


式 神 の 城 ver.1.62 
ーー 、 3.000 円 株式 会 社 ムー ビッ ク 


式 神 の 城 f サウ ンド トラ ッ ク 2.381 円 株式 会 社 ア ルフ ァ ・ シ ステ ム 
神 の 表 量 サウ ンド トラ ッ ク 2.800 円 ) TEAM Entertainment 


The collection of formal setting data 


タイ トル 税 抜 備 格 発売 元 
式 も .4( 、 株 式 会 社 エン ター ブレ イン 
株 式 会 社 エン ター ブレ イン 


式 会 社 エ ンタ ー ブ レ イン 
株 式 会 社 エン ター ブレ イン 


Anthology comic 


発売 元 
- 株 式 会 社 エン ター ブレ イン 
。 株 式 会 社 エ ンタ ー ブ レ イン 
株 式 会 社 エン ター ブレ イン 


タイ トル 


- _ 税 価 格 発売 
3 eo 株 式 会 社 エン ター プレ イン 
_ 株 式 会 社 エン ター ブレ イン 
式 会 社 エン ター ブレ イン 
、 株 式 会 社 エン ター ブレ イン 

株 式 会 社 メ ディ アワ ー ク ス 


、 株式 会 社 エン ター ブレ イン 


590 円 株式 会 社 メデ ィ ア ワー クス 
ノ 末 次 工 亮 (アル ファ ・ シ ステ ム ) 


、 5 ペラ ー ズ 640 円 株 式 会 社 エン ター ブレ イン 
2 光 イラ スト / そ の だ みく 、 末 次 区 亮 
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か ら 齋 京介 守 る 妨 め 。 
窟 守 る 門 め 。 底 に ど め 人 
と 諾 に 層 @E が る ! 
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